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＜連絡事項＞
・本日救急当番日となっています。(～28日)
・外泊中の患者様の皮膚科処置の処理について
　未実施になっている箇所は、処理の仕方がありますので、実施方法が分からない方は、確認をしてください。
・感染性医療廃棄物のＢＯＸとディスポ針ＢＯＸが一杯になっていますので、交換していきましょう。
・診察での指示受けをした場合、送り手が間違えた情報を送ってしまう事により、受け手側も違う情報のまま、展開してしまう事があります。確実な情報伝達する能力をつけていきましょう。
・担当医より、報告不要という指示が出ていても、患者様の状況により、指示受けが必要な場合がありますので、必要なアセスメントをしていきましょう。

＜患者様連絡事項＞
・伊藤　義彦様～風邪症状落ち着いた事から、PL顆粒は飲み切り終了となります。

・成田　富士子様～準夜帯で嗜好品の希望があった事から、間食摂取について再度担当医へ指示確認しています。
・間食は200Kcal/日。
・追加での間食希望は、15：00最終とする。
・それ以降の間食希望は受け付けない。となります。徹底して下さい。

＜要注目患者様＞
・飯田　修子様～気分高揚さ見られ周囲からの刺激を受けやすく、放歌・拒否・怒鳴り声をあげる事があり、都度注意しています。特定女性患者様がいない時は、穏やかに話し掛けているが、特定女性患者様が視界に入ると急に怒鳴ったりしています。都度薬剤調整をしても気分の波があり、落ち着いたり不安定になったりを繰り返しており一定しません。他スタッフからの情報では、お金が無くなると調子が悪くなる事もあるようですので、他者トラブルに注意し、適度に頓服を使用してもらいながら精神症状の安定を図っていきましょう。

・内田　都影様～本日は、自室にて臥床し休まれており、落ち着いています。13：20妄想発言聞かれ、ＴＶを観ていたが、急に来詰し「オリンピックやマラソンの賞金は自分があげたのだ」と話されていますが、スタッフの話し掛けも目立ってはいません。朝食はレストランへ行かれ全量摂取され、昼食は「食べたくない、行かない」と言われ不食されています。特定女性患者様とは、「相手にしない様にしている」と話し、トラブルはありません。引き続き、精神症状の変化や他者トラブルに注意して観察していきましょう。

・成田　富士子様～朝食後、昼食後ともに頓服希望あり服用されています。他、特に訴えは聞かれていません。特定男性患者様との交流は目立たず、日課等取り組まれています。過度な接触がないよう注意していきましょう。
　　　　　　　　　間食の摂り方について主、治医へ再度確認して来た事を本人へ伝えていますので周知徹底していきましょう。

・曽我　正子様～本日は、眠そうな表情されており、プログラムへは参加拒否見られないものの、行かれても「何もやりたくない」と話されたり(以前は貼り絵をされていた)、夕食前に夕食後薬を持参される、薬は持ってきたがコップは持参せず袋を破った状態で持ってくる、ゴミ箱への排尿等見られています。本人の反応を確認しながら本人のペースに合わせ、ゆっくりと青山荘体験利用等進めていきましょう。引き続き、精神症状の変化に注意して観察していきましょう。


＜転入患者様情報＞
　浅坂　政美様（62歳）病名：アルコール依存症　　入院形態：任意入院
　　　　　　　担当スタッフ：羽田ＮＳ・佐藤ＮＳ・小屋敷ＣＷ・松橋ＣＷ
＜経過＞
　　自宅での生活環境及び退院後のｻｰﾋﾞｽ利用調整が整い、H22.11.6退院となる。当院退院
後は週1回の外来通院継続、週4回の青陽館への通所継続、2週間に1回の訪問看護ステ
ーション五福利用継続していた。H27.2.10帰宅時転倒。室岡整形外科受診し右大転子下
部骨折との診断受け、手術対応な事から八戸赤十字病院へ紹介され同日八戸赤十字病院
へ入院。H27.2.19手術施行。経過良好でその後リハビリ目的にて室岡整形外科へ転院。
同院での治療終了し、薬剤調整、退院後の生活環境調整を目的としてH27.6.12当院6回
目の入院となる。（任意入院）
　H27.7.10当院退院となり、青陽館の利用、訪問看護ステーション、南部町社協ヘルパー
ゆとりあの利用を継続していた。H29.10.2自宅にて処方薬を大量服用し昏睡状態を発見。
同日、ドクターヘリにて八戸市立市民病院へ救急搬送される。同院にて治療し意識レベ
ルは回復し身体的な異常所見は認められていないが、希死念慮が持続していた為、精神
科的治療が必要と判断され、H29.10.5家族付き添いにて当院受診。受診時も希死的発言
等認められていたことから、入院治療の必要性を伝えたところ、家族・本人が同意した
ことから、同日当院7回目の入院(任意)。本日、療養環境変更目的で転入となっていま
す。
　　
・キーパーソン：浅坂　孝保様（兄）　第一連絡先面会は殆ど来ない。
・自宅退院を目標にしている（春頃の退院を目指す）家族の都合も考慮しながら3月中の退院を目途にしていくこと、退院後は毎週訪問看護導入していくこと説明され本人は了承されているとの事。
・デイケア体験利用中（火・水・金）
　送迎時間　午前　火・水　　　9：30発　 11：30　帰
　　　　　　　　　金　　　　　10：00発　11：30　帰
　　　　　　午後　火・水・金　13：50発　16：05帰
　　　　　　南病棟入口前までの送迎（1/4より中止で再開時はデイケアへ連絡する。）

・ＡＤＬ：見守りのみだったスタッフで程度を確認して判断していく。
・食事：常食配膳は出来ているが、盛り付けはスタッフで行う。移動はエレベーターで
の移動。
・自己服薬管理中（7日分）
・ＩＦオーダー：不安・不穏時　ロラゼパム（0.5）1Ｔ　1日3回まで内服
　　　　　　　　不眠時　　　　ルネスタ　（1）　1Ｔ
　　　　　　　　不眠時　　　　ブロチゾラム（0.25）1Ｔ
・皮膚科処置：　1）顔　　ロコイド軟膏　塗布
　　　　　　　　2）下腿　デルモゾールＤＰ軟膏　塗布
顔面の発赤は脂漏性湿疹の診断でロコイド軟膏塗布の指示
両下肢は急性湿疹の診断でデルモゾールＤＰ軟膏塗布の指示
・ＯＴ：月・木・金　14：00～16：00まで　　火・水　9：30～11：30まで
・買い物：水曜日
・ＧＡＦ：25点
・各プログラム導入済：ＳＳＴはグループ
・血圧測定：毎朝1回　
・御家族来られたら、単独外出・外泊承諾書等の記入とサイン、お小遣いについて検討し
ていく。
※訪問看護ステーション五福（毎週木曜日、週1回）　0178-70-1622
※地域生活センター青明舎　　　0178-70-2088
※南部社協ヘルパーゆとりあ（毎週土曜日、週1回）　0178-84-3502
※相談事業所　移山寮　三浦氏





